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一人ひとりが主人公！次のステージへ

９月。加治木高校では，「龍門祭」と称して，体育祭と文化祭が連続して行われます。体育
祭は学年対抗戦。１年紅組，２年紫組，３年黄組に分かれ，勝利を目指し競います。結果は，
競技の部・応援の部ともに３年生のＷ優勝。３年生が最高学年の意地を見せました。文化
祭は，展示部門，映像部門，そして，久々にステージ発表も行われました。部活動の発表に
加え，クラス劇や個人参加もありました。龍門祭を通し，学年やクラスの親睦を深めるととも
に，加治木高校全体が一つになって，若さあふれる楽しい時間を過ごすことができました。

◎団長 小水流颯太さん（加治木中出身）

体育祭の運営にご尽力下さった先生方や

保護者の方々，本当にありがとうございま

した。３年生をはじめ生徒全員の思い出に

残るものとなりました。今年もコロナ禍で

いろいろな活動に影響はありましたが，本

番を乗り切れて良かったです。３年生は受

験まで残りわずかです。合格まで走りきる

ので，応援よろしくお願いします。
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◎女子キャプテン 岩水千桜さん(重富中出身)のコメント

優勝しようと本気で臨んだインターハイでした。大会中の審査を全力でこな

していきましたが，結果は１位と1.2点差で11位という本当に悔しい結果とな

りました。でもやりきりることができた大会でした。山岳部に入り，仲間と出

会い，インターハイに行けて感謝の気持ちでいっぱいです。来年の北海道イン

ターハイでの後輩たちの活躍を応援しています。

◎男子キャプテン 福田洸士郎さん(加治木中出身)のコメント

私の山岳部での目標は，先輩方のように全国大会の舞台で競技することでし

た。チーム４人だけでなく，部員全員の力を合わせて県大会を突破した時は，山岳

競技の楽しさを大いに感じられました。目標にしていた全国の舞台で思うような結

果は残せませんでしたが，他では味わえない貴重な体験ができました。

８月に香川県で行われた「令和４年度全国高校総体
第66回全国高等学校登山大会」において，本校の山岳
部が，女子11位，男子28位と大健闘しました。
女子は強豪校に負けない力を発揮したものの，歩行

の審査項目で減点され，大変惜しい結果となりました。
男子の課題は体力面。登山競技は，体力・気力・チー
ムワークと多くの項目が採点対象となる“総合競技”。
男女ともに，今回の教訓をもとに，来年度の全国大会
に向けて，さらに研鑽を積んでほしいと思います。加
治木高校伝統の山岳部。今後の活躍に，ますます目が
離せません。

８月に東京で行われた全国総合文化祭に，
百人一首部，放送部，写真部，文芸部が参
加。文芸部の眞邉希響さん（国分南中出身）
は短歌部門で作品を提出しています。全国
の強豪相手に競い合ったり，素晴らしい作
品に感動したりと，充実した大会となりま
した。大会の成果を今後に生かしてほしい
と思います。

◎放送部 下竹青空さん(日当山中出身）

他県の生徒との交流や作品から，他県の話

題に触れることが出来て，楽しく充実した時

間でした。最後の舞台では，「伝わる読み」

が出来るか不安ながらも，楽しく納得のいく

アナウンスが出来ました。

◎総文祭実行委員より （文章 宮田桜さん 隼人中出身）

文化部のインターハイとも呼ばれる「全国総合文化祭」が来年の夏，鹿児島で開催され

ます。約２万人の高校生が全国から集まる国内最大規模の芸術文化活動の祭典です。総合

開会式やパレードに加え，１９の規定部門と３つの協賛部門での発表等が開催されます。「２

０２３かごしま総文」は第４７回となっていて，全都道府県開催の一巡目のラストを飾る

記念すべき大会です。大会のマスコットキャラクターである「かごまる」と一緒に鹿児島

を盛り上げていきますので，ぜひ応援よろしくお願いします。

◎写真部 板元啓太さん(国分南中出身）

僕は総文祭の写真部門に参加してきまし

た。東京都立美術館では全国から選ばれた

展示を見たり，写真家による講演会に参加

したりと，写真についての色々なことを学

びました。とても貴重な体験になりました。

◎百人一首部 碇山莉帆さん(国分南中出身）

「加治木高校」の団体として参加した九州

大会とは違い，他校の人と組んだ今回の大会

は普段より緊張したけど，楽しくプレーでき

ました。また，機会があれば，百人一首をや

っていきたいです。


